
別表 地下水の水質汚濁に係る環境基準 

平成９年３月１３日付け環境庁告示第１０号（最終改正 平成２６年１１月１７日付け環境省告示第１２７号） 

 
備考 

１ 基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

２ 「検出されないこと」とは、測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、その結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

３ 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規格 K0102の 43.2.1,43.2.3又は 43.2.5により測定された硝酸イオンの濃度に換算係数 0.2259を乗じ

たものと規格 K01020の 43.1により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数 0.3045を乗じたものの和とする。 

４ １，２ジクロロエチレンの濃度は、規格 K0125の 5.1,5.2又は 5.3.2より測定されたシス体の濃度と規格 K0125の 5.1,5.2又は 5.3.1により測

定されたトランス体の濃度の和とする。 

規格：日本工業規格 

告示：昭和４６年１２月環境庁告示第５９号 

 


